
小山市の絹中学校と第三中学校の生徒が城西病院を訪

れ、看護師の仕事の一端を体験しました。

絹中学校は２年生の添野愛彩さん、角田奈波さん、岩

上達哉君、落合太郎君の４人で11月12、13日の２日間。

小山第三中学校は、２年生の小澤実桜さん、佐藤桃花さ

ん、関香音さん、田中桃花さんの４人で、11月20、21日

の２日間で看護師の体験などをしました。

城西病院を訪れた中学生たちは、まず病院内の見学か

ら行いました。ふだん立ち入ることのできない手術室や

検査室、緊急処置室、ＣＴ、ＭＲＩなどの検査装置、透

析センター、リハビリセンターなどを見学、職員などか

ら詳しい説明を受けていました。生徒たちは、分からな

いことがあると職員に聴いたりして、熱心に勉強してい

ました。

実際の体験は、城西病院の療養型病棟と回復期リハビ

リテーション病棟に分かれて、看護師の仕事の一端を見

学、お手伝いしました。

療養病棟ではまず、指に針を刺して血糖値を図る体験

をしました。看護師から「患者さんに痛みがないか、実

際に自分の指を使って試しています」と説

明を受け、絹中学校の生徒たちは「患者さ

んの気持ちを分かるために、いろんなこと

を考えて仕事をしていると思いました」と感心していま

した。車いす体験をした生徒たちは「最初は動かすだけ

でもとても大変でした」と話していました。

小山第三中学校の生徒たちは「いろんな貴重な体験が

できてよかった」

と話していまし

た。療養病棟で

体験した生徒は

「看護の仕事を

目の前で見たり、

患者さんと話が

できてよかった。

将来、看護師に

なりたいという

目標が確信でき

ました」と話し

ていました。

Ｈ26年11月21日

小山市の中学生が看護師体験

手術室で無影灯を体験する絹中の生徒たち 手術用の放射線防護服を身にまとう小山三中の生徒たち

聴診器を体験 昼食配膳をお手伝い 患者さんとふれあいの時間

車椅子を初体験
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